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7回目の研修終了後､自己評価シートを記入し「研修を受講してのスーパービジョンの課題」
についてまとめたのが表2のとおりである。それぞれの意見を「言語化すること」「スーパー
ビジョンの3つの機能」「課題の明確化」「スーパービジョンの方法」「グループスーパービジ
ョンの方法」「スーパーバイザーとしての力量・経験不足」「スーパーバイザーとしての意識」
というタイトルに分けた。
スーパーバイザーを行うことの力還や経験不足をあげる声は多いものの、スーパービジョン
の3つの機能を意識して実践することやグループスーパービジョンの進め方や言語化して伝え
ることの必要性など、スーパーバイザーを行っていく上での課題を明確にした意見も多くあっ
た。 7回のスーパービジョン研修を受講して、受講前は「スーパーバイザーとしての自信のな
さ」という状況から、受講後「スーパービジョンを行う上でのスーパーバイザーとして課題」
を明確化できたのではないかと考えられる。
表2 研修受講後研修を受講してのスーパービジョンの課題
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･スーパーバイザーと
．スーパービジョンを 全て私の言
うことがある。
4考察
1年間、合計7回のスーパービジョン研修を行ったが、講義だけではなく演習をとおして自
らがスーパーバイザーを体験しながらスーパービジョンを学ぶことができたと言える。講義形
式よりも受講者が自ら体験して学ぶ演習形式のほうが、研修効果は高まってくる。本研修が、
1年に1回という単発ではなく、合計7回というシリーズで行うことにより、講義だけではな
く演習を多く入れることが可能であった。
自己評価シートから、研修受講前後のスーパービジョンの課題について比較すると、受講前
は「スーパービジョンに対しての自信のなさ」をあげる声が多かったが、受講後は、スーパー
スーパーバイザーとしての
意識
・普段の職場における個人スーパービジョンを意識して行うこ
とと、その後の状況についても確認していく。
・自分の課題としては人それぞれいろいろな考えや価値観の人
がいるが、それを否定するのではなく、認めたり、受け入れる
ことができるようにしたい。
･他のケアマネの業務の出来具合(プランの内容など)を観察．
管理すること。
･意識がマイナスな思いがある。
・スーパービジョンを行う関係性の構築。契約関係を意識して
取り組む。
・あいまいなままでのスーパービジョンではなく、契約関係の
中でのスーパービジョンという自分自身の意識を明確に持つ。
･意図を持って意識の積み重ねが課題。
スーパービジョンの3つの
機能
･三つの機能は意識していた。
･スーパービジョンの機能をしっかりと使い分ける事が出来な
い事。
･ 3つの機能を意識する事。
･ 3つの機能を意識はするようになったが、実践上使いわけが
難しい。
スーパービジョンの方法 ･質問の仕方、答えの導き方
･日々の仕事の中で、なかなかスーパービジョンを自らが行う
機会を作っていけなかったと感じた。話をしても相手が“気づ
き”を感じるところまで持っていく、それが課題と感じている。
グループスーパービジョン
の進め方
・グループスーパービジョンで三つの機能を意識して課題をと
らえる事。
･グループスーパービジョンの質問の項目をまとめる。
･スーパービジョンを通して問題提起や解決の流れはできるよ
うになったが、発表を噛み砕いて、整理する、見えるようにす
るのは難しい。
言語化すること 0
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話の内容を明確化、言語化することがやはり難
????
課題の明確化 ･問題を明確化して、問題のズレがないようにしたい。
･課題を明確化して焦点がずれない様共有化を図るようにする
事0
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バイザーになるための課題をあげる声に変化していった。このことから、スーパービジョンを
講義・演習をとおして自ら体験しながら学んだことで、スーパーバイザーになるためにどうし
たらいいか、受講生自ら考えて自分が今後何を意識していかなければならないか、具体的なこ
とが見えてきたのではないかと感じている。ただ漠然とした不安から、具体的にどうしていけ
ばいいのかが明確になった点では、本研修の効果があったと言えるのではないか。
一方で、スーパーバイザーとしての力量不足・経験不足をあげる声は、受講前後両方で多か
ったことから、 1年間7回の研修だけでは、スーパーバイザーとしての経験は積み上げられな
い、 と言えるだろう。このことは研修だけではなく、普段の業務から意識してスーパービジョ
ンを行い、スーパーバイザーを体験することが必要不可欠ではないだろうか。普段、スーパー
ビジョンを行うことなく、研修だけで学んでもスーパーバイザーとしての力量形成や、経験は
積み上がっていかない。そのため、研修以外で個人・グループにおいてスーパービジョンを行
うことがなければ、スーパーバイザーとしてスーパービジョンを行うことができない。スーパ
ービジョン研修は、普段行っていることを確認する場として必要ではないかと考えている。
これらの研修効果と課題から、平成27年度のスーパービジョン研修では、「スーパービジョ
ンの経験値を増やして研修に参加していくこと」「スーパービジョンの3つの機能を意識して
スーパービジョンを行うこと」「日々行っていることを言語化していくこと」「組織内でスーパ
ービジョンの理解を広めていくこと」を課題として、研修目標を明確にした。平成27年度の研
修目標は以下の通りである。
平成27年度スーパービジョン研修目標
． 「実践を言語化するため｣に介護支援専門員の倫理・ケアマネジメント実践を再度学び合う。
、個別スーパービジョンを行う上で必要な面接技術を再度学び合う
、グループスーパービジョンをとおして「スーパービジョンの3つの機能」を受講生間でお
互いに意識する
今後は平成26年度・平成27年度の2年間の研修を振り返り、スーパービジョン研修を地域間
で行うための研修シラバスを作成していきたいと考えている｡研修シラバスを作成することで、
どの地域でもスーパービジョン研修を行うことができる体制を構築できれば、地域の中で介護
支援専門員のスーパービジョンが定着できるのではないかと考えている。
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